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研究成果の概要（和文）：　恐怖・嫌悪体験を記憶することは生物の生存に重要であるが、ある種の精神・神経疾患で
はこの記憶の極端な亢進が見られる場合がある。本研究では恐怖・嫌悪体験の記憶（恐怖記憶と略）を調節する神経機
構解明を目的として研究を行った。
　その結果、①恐怖記憶は食餌として摂取する不飽和脂肪酸のバランスに影響を受け、これにはカンナビノイド神経伝
達が関与すること、②新生児期にストレスホルモンに曝露されると、成長してからの恐怖記憶が弱まりにくいこと、等
を明らかにして論文報告した。
　これらの研究成果は、恐怖情動異常亢進の症状を有する精神・神経疾患の病態解明や治療法開発に有用な基盤情報と
なることが期待される。

研究成果の概要（英文）：Fear memory is critical for survival, but uncontrollable augmentation of this impl
icit memory sometimes occurs in particular psychiatric and neurological disorders. The aim of the present 
study was to elucidate the mechanisms that control fear memory using mice.
   As a result, we have found followings. (1) Fear memory is influenced by the balance of dietary polyunsa
turated fatty acids via endocannabinoid neurotransmission. (2) Neonatal stress hormone (corticosterone) ex
posure suppresses adolescent fear memory extinction. 
   Identification of the biological system that plays a modulatory role in fear memory is fundamental to u
nderstanding the adjustment of this memory process. It is expected that elucidation of the control mechani
sms aids in developing new treatment for disorders in which fear is a contributory factor.
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１．研究開始当初の背景 

 恐怖・嫌悪体験を記憶することは生物の生

存に重要であるが、ある種の精神・神経疾患

ではこの記憶の極端な亢進が見られる場合

がある。従って、恐怖・嫌悪記憶を調節する

機構を理解することは、情動記憶のメカニズ

ム解明に重要であるばかりでなく、不安障害

等の精神疾患の治療における基盤情報とな

る可能性がある。 

 

２．研究の目的 

 本研究では恐怖・嫌悪体験の記憶（恐怖記

憶と略）を調節する神経機構解明を目的とし

た。具体的には、食物として摂取する物質に

よる調節メカニズムや、幼若動物に対するス

トレスホルモンの影響を検討した。 

 

３．研究の方法 

 マウスを不飽和脂肪酸組成の異なる数種

類の餌で 6 週間飼育後、恐怖条件付け実験、

扁桃体ニューロンからの電気生理学的記録、

脂質分析等を行った。 

 他のマウスでは、新生児期にストレスホル

モンであるコルチコステロンを投与し、思春

期に扁桃体ニューロンの電気生理学的性質

や遺伝子発現変化を検討した。 

 

４．研究成果 

①恐怖記憶は食餌として摂取する不飽和脂

肪酸のバランスに影響を受け、これには不飽

和脂肪酸バランス変化による細胞膜流動性

変化によるカンナビノイド神経伝達効率変

化が関与する。 

②新生児期にストレスホルモンに曝露され

ると、成長してからの扁桃体ニューロン興奮

性が異常亢進しており、恐怖記憶の消去が弱

いことにより、恐怖記憶が強まっている。 

 これらの研究成果は、恐怖情動異常亢進の

症状を有する精神・神経疾患の病態解明や治

療法開発に有用な基盤情報となることが期

待される。 
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